























































































































































れたのである。長英も世 広まる事を望んでいた ではないかと息われる。この様に幕府の対外策に不安を感じた がそれだけに終らず、何らかの形でそれをあらわそうとし働きかけようとした事は注目寸べき と あると思う
。
この動きは幕府にとっては







































































































































































































































































































































は充分に承知している。それにもかかわらず我国に於ては交易は禁止されてい から引きとってくれと云えば恨も憤りもなく帰るであろうと述べているのである。真 この様に考えたのであろうか。否そうではな からレザノフの例を引き交易を願
可
てきたが
叶わず是を恨み憤った事を云いモリソンはレザノフの比ではない事を述べているの ある。長英が云う非法の御取扱有之云々とは幕府の交易禁止、外国船打払い 指してい のではない と思われる。畢山の幕府の対外策を批判した慎機論中にも交易が行われずそのまま帰したら一国故を以て地球諸国に
害あ
りと戦をしかけ








































リス国の兵備、仁政などある様に書きなし又日本近海ヘ往来自由などといへば我に油断せしめざる様なれども却 小民を恐れしむるに似たり』『又己 意見の処は彼が為に遊説するに疑はし、是等は遠慮すべき事の様に思わるるなり』と国政を論じた事を非難ている。そして『渠若乗渡るとも何を遠慮して打払 ざらんや』と云って長英と真向から反対の立場をと 、長英が試みた人々対する啓蒙を恐れている様子がうかがえる。後の夢々物語は対話形式で、一人 の
意見に賛成
し他の一人は反対している。賛
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